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1．序論 

 梅雨とは，日本の南の太平洋高気圧と北のオホーツク

海高気圧による気圧配置によって停滞前線が発生し，曇

りや雨になりやすい期間である．この期間では，西日本

を中心に年間降水量の多くを占める降水があり，各地で

大雨災害をもたらす事例が度々発生している．近年にお

いては数十年に一度の顕著な大雨事例として「平成30年

7 月豪雨（別名：西日本豪雨）」，「令和 2 年 7 月豪雨」，

「令和 3年8月豪雨」の3つの事例が存在し，日本の各

地で災害が発生した．これら 3 事例の共通点として，広

域にわたる降雨が数日から 1 週間程度継続したことで，

西日本を中心に各地で大雨による災害が発生したことが

挙げられる． 

現在，先行研究では各事例の研究や極端な“広域豪雨”

の発生場の調査[1]は行われている．しかし，先述の 3 事

例のように“広域”かつ“長期間”継続する豪雨事例につい

ての統計的な調査や，大気場の特徴，長期間継続した原

因についての考察は，これまで行われていない． 

そこで本研究では，広域長期間豪雨の特性を明らかに

するため， “広域長期間豪雨”発生時の大気場の特徴と継

続する原因，近年にかけての変化を調査することを目的

とする．  

 

2．使用データと解析手法 

 降水データは気象庁地域気象観測システム AMeDAS

（1982年以前から観測されている地点：941地点）の観

測値データ，大気場のデータには気象庁55年長期再解析

データ JRA-55[2]のDailyのデータを使用した．解析期間

は1982-2021年の40年間における6，7，8月とした． 

始めに，日降水量1.0mm以上を観測した地点が全地点

の50％（471地点）以上の日を“広域降雨日”と定義した．

そこから,1)広域降雨日が３日以上連続する事例，2)広域

降雨日に該当しない日であっても，前後の日が該当し，

該当しない日を除いて 3 日以上連続する事例の，どちら

かに当てはまる事例を“広域長期間降雨”とした． 

次に，広域長期間降雨の事例の中から，日平均1万mm

以上の事例を“広域長期間豪雨”と定義した． 

その後，抽出された広域長期間豪雨について，豪雨を

もたらす要因を調査し，分類した．広域長期間豪雨日ご

とに日本時間 9 時，21 時の地上天気図から津口・加藤

2014［2］を参考に，台風・熱帯低気圧，低気圧の発達･東

進，梅雨前線の 3 つに分けた．複数の要素が豪雨の要因

として判断できる場合は，複数の要因がある事例として

扱っている． 

最後に，3-1節で述べる結果を踏まえ，梅雨前線がもた

らす広域長期間豪雨を偏西風蛇行のパターン別に分類し

た．各パターンで合成図解析を行った．大気場と豪雨の

特徴（降水量･期間･降水分布）の違いの比較，長期化の

要因と近年にかけての変化を調査した． 

 

3．結果･考察 

3-1．広域長期間豪雨の主要因の違い 

 広域長期間豪雨として 91 事例 554 日を抽出し，この

うち全体の約83％（464日）が，梅雨前線が要因である

と判断した．台風・熱帯低気圧が要因の日は77日，低気

圧の発達が要因の日は50日であった．梅雨前線が広域長

期間豪雨の主要因であることが示唆された． 

 

3-2．各パターンの分類とそれぞれの特徴について 

前節の結果から，梅雨前線が要因である広域長期間豪

雨事例に注目して調査した．梅雨前線が要因とされる広

域長期間豪雨が3日以上続いた事例として，80事例が抽

出された．これらの事例の大気上層を調査すると，発生

期間を通した偏西風蛇行および蛇行経路の違いが見られ

た．そこで抽出された80事例を，偏西風蛇行パターン別

に 3 つ（①西谷型，②東谷型，③両谷型）に分類した．

各パターンの合成図を図1に示す． 

①西谷型の場合，日本の西側のトラフにより，下層の

暖気移流が卓越していた（図2左）．これにより相当温位

の南北勾配が増加し（図３左），梅雨前線帯の対流が強化

された．この関係性が 3 日以上持続したことで，広域長

期間豪雨をもたらしたと考えられる． 

②東谷型の場合，日本の東から北に延びるトラフによ

る寒気移流と，太平洋高気圧の張り出しによる暖気移流

が卓越していた（図2中央）．これにより，相当温位の南

北勾配がさらに増加し，前線帯の対流がより強化された

と考える（図３中央）．そのため，②東谷型は，①西谷型

よりも降水量が多く，期間も長い豪雨となっていた． 

③両谷型の場合，①西谷型と②東谷型の双方の特徴を

持ち，寒気･暖気移流が卓越していた（図２右）．これに

より，相当温位の南北勾配の増加（図３右）し，対流活動

を強化したと考えられる． 



 

3-3．長期化の要因と近年にかけての変化について 

長期化の要因を探るため，始めに，1）1日のみの広域

降雨日で降水量が1万mm以上，2）梅雨前線が主要因，

3）前後2日間に広域降雨日が発生していない，に該当す

る日を広域短期間豪雨と定義し，15事例抽出した． 

この 15 事例の広域長期間豪雨発生日のみで合成図解

析を行った結果，②東谷型と類似する大気場の特徴が見

られた（図4左）．しかし，発生日の前後2日間を加えた

75日で合成図解析を行った結果，異なった特徴が見られ

た．図 4 左において見られていた偏西風蛇行による日本

の北西側のリッジ，日本の東側のトラフ，太平洋高気圧

の張り出しが，有意な特徴として見られなかった（図４

右）．この結果から，偏西風蛇行による温度移流と，太平

洋高気圧の張り出しがもたらす海上からの水蒸気供給の

2 つが持続的に存在していることが長期化に寄与してい

ると考えられる．（図５） 

最後に，過去（1982～2001）と近年（2002～2021）で

発生数・期間・降水量の比較を行った結果，③両谷型にお

いては全項目で，近年は増加していた．このような，対流

圏上層の寒帯前線・亜熱帯前線ジェットの蛇行による③

両谷型の持続は，近年の顕著な豪雨事例である西日本豪

雨時においても顕著に表れていた［3］．これにより，③両

谷型のような偏西風蛇行パターンの持続が，広域長期間

豪雨の増加傾向に影響を与えていると考えられる． 

 

4．まとめと今後の展望 

 広域長期間豪雨の主要因は梅雨前線であり，東谷型

の偏西風蛇行が持続している場合に，より長期間かつ多

量の雨が降ることが示唆された．さらに，長期化する要

因は偏西風蛇行に伴う温度移流と，太平洋高気圧の張り

出しによる水蒸気供給の持続であると考えられる．近年

は③両谷型のような偏西風蛇行パターンの持続が，広域

長期間豪雨の増加傾向に寄与している可能性がある． 

今後は，“広域長期間豪雨”の発生～継続～衰退までの

時系列変化から，長期化に関係すると考えられる要因（例，

ブロッキング高気圧）についてより詳細に探る．さらに，

近年にかけての変化として，広域長期間豪雨の発生数増

加や長期化に影響を与えると考えられる効果（例，温暖

化による海洋からの影響や北極振動との関係性）につい

て明らかにしていきたい． 
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図1 偏西風蛇行パターンごとの500hPa面高度場の合成図 

左上：①西谷型，右上：②東谷型，左下：③両谷型 

陰影：偏差(m)，線：事例平均(m)，点：信頼係数90％以上 

図2 偏西風蛇行パターンごとの850hPa面の温度移流 

陰影：偏差(K/day)，ベクトル：事例平均風(m/s)，点：信頼係数90％以上 

左：①西谷型，中央：②東谷型，右：③両谷型 

図3 偏西風蛇行パターンごとの850hPa面の相当温位の南北勾配 

陰影：偏差(K)，線：事例平均(K)，点：信頼係数90%以上 

左：①西谷型，中央：②東谷型，右：③両谷型 

図4 広域短期間豪雨時の500hPa面高度場の合成図 

陰影：偏差(m)，線：事例平均(m)，点：信頼係数90％以上 

左：発生日15日の事例合成図，右：発生前後2日間を含めた75日の事例合成図 

図５ 850hPa面の温度移流と相当温位の南北勾配，鉛直積算水蒸気フラックス 

図左上：発生前後2日間を含めた75日の温度移流 

陰影：偏差(K/day)，ベクトル：事例平均風(m/s) ，点：信頼係数90％以上 

図右上：発生前後2日間を含めた75日の相当温位の南北勾配 

陰影：偏差(K)，線：事例平均(K)，点：信頼係数90%以上 

図左下：発生前後2日間を含めた75日の水蒸気フラックス 

図右下：広域長期間豪雨の東谷型の水蒸気フラックス 

陰影：水蒸気フラックス収束発散の事例平均(10-5kg/m2/s)，収束（負）・発散（正） 

ベクトル：水蒸気フラックスの事例平均（南北成分：＋150(kg/m/s)以上のみ） 


